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問合せ先　□市市民窓口グループ　☎52－1111（内線219・261）

非自発的失業者の
国保税軽減制度をご存じですか

倒産・解雇、雇い止めなどの非自発的な理由で離職をした方の国民健康保険（国保）
税を軽減する制度があります。

届出方法

軽減期間

軽減内容

対　　象

受給資格

特定受給資格者

注　　意

１１　１２　２１　２２　３１　３２

特定理由離職者 ２３　３３　３４

離職理由コード

次のすべての条件を満たす方
①平成21年３月31日以降に失業した方
②離職日の時点で65歳未満の方
③雇用保険の失業等給付を受ける方で、「雇用保険受給資格者証」の
離職理由コードが、以下に該当する方
※雇用保険受給資格者証に□特・□高の記載がある方は対象となりません。

□特…特例受給資格者（短期雇用者の離職に対する一時金の給付を受け
る方）

□高…高年齢受給資格者（65歳以上の離職に対する一時金の給付を受
ける方）

国保税の算定基礎となる前年の給与所得を、100分の30とみなして
計算します。
※対象となるのは、離職者本人の給与所得のみです。

次の２点を持参し、市民窓口グループの窓口で申請してください。
・国民健康保険被保険者証
・雇用保険受給資格者証（ハローワークで交付されたもの）
※離職票では軽減の手続きはできません。

国保に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、会社
の健康保険に加入するなど国保を脱退すると終了します。

離職日の翌日の属する月から、翌年度の３月まで
※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。
例）平成30年５月23日に離職した場合
…平成30年５月～平成32年３月分の国保税を軽減
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「今、高浜市ではどんなことが課題になっているのか」「そのために、市役所ではこの１年間で、どんなことを重
点的に取り組んでいこうと考えているのか」（いつまでに・どのように・何をする）といった取組項目や推進の決
意を市民の皆さんにお示ししていこうと、部局ごとに「部長の実行宣言」を編集・発行しています。
詳しくは市公式ホームページ、トップページのバナー「○○部長の実行宣言」から
閲覧できます。または、市役所総合政策グループに問い合わせてください。
※各公民館、各ふれあいプラザ、図書館にも設置しています。
※「平成29年度の振り返り＆平成30年度のアクション（案）」も公表しています。

＜各部局の重点取り組み項目＞

問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線365）

部長の実行宣言！
平成30年度　高浜市では、こんなことに力を入れて取り組みます！

局長　加藤　元久局長 加藤 元久

議会事務局
１．市民の皆さんに親しまれる市議会に向けて、議会の情報発信に努めます！ 
２．議会報告会の運営のあり方を検討します！
３．議会運営の効率化・ペーパーレス化を図るため、ＩＣＴの導入を検討します！
４．平成３１年４月の市議会議員選挙に向けて、改選に伴い必要となる準備を進めま
す！

教育長　都築　公人教育長 都築 公人

教育委員会（事務局）
１．異校種参観・異校種間連携事業を継続して実施します！
２．高浜カリキュラムを推進します！
３．個に応じた支援を充実させます！
４．高浜小学校（新校舎）の建設を着実に進めます！

杉浦　義人杉浦 義人

都市政策部
１．工業用地の創出を着実に進めます！
２．災害発生に備え、総合的、機動的な防災対応が図られるような取り組みを行
います！

３．計画的な社会資本施設の整備並びに施設の補修・修繕を行います！
４．将来を見据えた産業（農商工）の活性化に向けた取り組みを進めます！

大岡　英城大岡 英城

こども未来部
１．図書館・かわら美術館のあり方検討を進めます！ 
２．高浜小学校地域交流施設の供用開始準備を進めます！ 
３．待機児童ゼロに向けて、保育環境を整えます！ 
４．地域での子育て支援の機運を醸成します！

加藤　一志加藤 志

福祉部
１．未来を担う子どもたちの健やかな成長を応援します！ 
２．介護人材を確保・育成します！
３．高齢者の健康づくり、認知症予防を支援します！ 
４．就学前からの切れ目のない支援を行います！

中村　孝徳中村 孝徳

市民総合窓口センター
１．総合窓口の体制を見直します！ 
２．滞納額が高額にならない取り組みを実施します！
３．電子化による事務の効率化を図ります！
４．さらなるごみの減量化に向けた取り組みを進めます！

内田　徹内田 徹

総務部
１．公共施設総合管理計画推進事業を着実に進めます！
２．引き続き市役所本庁舎整備事業を進めます！
３．「受益と負担」の見直しを進めます！
４．「経常経費」を見直します！

深谷　直弘深谷 直弘

企画部
１．組織体制の見直しを図ります！ 
２．積極的な情報発信と対話の場をつくります！ 
３．タブレット端末を活用した窓口通訳サービスを実施します！ 
４．ペーパーレス会議システムを導入します！ 


